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新しい気持ちで！ 
 

引き続き 地区協議会長就任にあたり マンネリになる

ことなく、新しい気持ちで任務に最善を尽くす所存です。 
“ポスト（役割）にベスト（最善を尽くす）！” は、自分自身に 
投げかける言葉です。 

 
 
＊ 現実を直視する。 

 地区内の各団のスカウト数は、私達が目指すスカウト

活動（教育）を進めるのに十分ではありません。 
先ずは、今いるスカウトに、スカウト活動の本当の楽しさ

験が、カブ隊とボーイ隊の合同隊の活動です。 
 
＊ 合同隊の活動を理解する。 

合同隊の活動は、単にスカウト人数を合わせることではあ

合同隊として一つの隊を編成して、組･班を中心とした班

です。 
この実験の成功の可否は、私達成人指導者の双肩にかかっ

登録上の団･隊と現実との調整があり、困難を伴いますが

います。 
 
＊ スカウトに“夢”と“希望”と“あこがれ”を！ 

合同隊活動のより良き推進＝大阪連盟再生プロジェクトの

当面の努力目標ですが、スカウト活動のセールスポイント

です。 
スカウトに“夢”と“希望”と“あこがれ”を与えることも、私達成

か？ 
 

○ 2010 年（Ｈ２２） 第 15回日本ジャンボリー

○ 2011 年（Ｈ２３） 第 22回世界スカウトジャ

○ 2012 年（Ｈ２２） 大阪連盟キャンポリーに標

○ 2012 年（Ｈ２２） 第 11回日本アグーナリー

○ 2013 年（Ｈ２４） 第 16回日本ジャンボリー

○ 2014 年（Ｈ２６） 第 8回日本ベンチャー20

○ 2015 年（Ｈ２７） 第 23回世界スカウトジャ

 
 
 

地区協議会長  村瀬 達明
と良さを体験させるために考えた実

りません。 
制教育をスカウトに体験させる活動

ています。 
、何としても成功させたいと願って

実践に全力を尽くすことは私達の

の一つは、外の世界に飛び出すこと

人指導者の役割ではないでしょう

（静岡） 

ンボリー（スウェーデン） 

準隊で参加 

（滋賀県希望が丘） 

（山口きらら浜） 
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ンボリー（山口きらら浜） 



平成２２年度に向けて 
 

今回新しく地区委員長になりました片山です。 
所属は大阪第７９団で、昨年度まで行事委員長を務めさせ

ていただきました。 
手探りの部分もありますが、精一杯がんばってまいります。 
さて、私たちの淀川北地区は、今年の登録で登録数がプラ

スに転じている団もありますが、大半はマイナスとなって

おり、地区全体としても大きく落ち込んでいるのが現状で

す。この厳しい局面を打破するべく合同隊プログラムの推

進を展開してきました。 地区委員長  片山 和俊 
１つの目標として実施した平成２１年８月の第６回地区キャンポリーでは、皆様の努力によって

意義ある大会となり成功裏に終わりました。合同隊プログラムにより部分的には成果が上がり、そ

れなりの結果が見えたのは事実です。しかしこれで満足できるかと言うと決してそうではありませ

ん。キャンポリーはあくまでも１つの通過点であり、最終目標は個々の団が元気になることです。

一過性で終わっては意味がありません。 
２２年度の目標としては、合同隊プログラムを今までの評価・反省を踏まえ、これまでにも増し

て精査してまいります。事前作業といたしまして、現在コミッショナーグループを中心として情報

分析を行っているところであり、最終的に９月新年度からの活動・年間プログラムに活かしていく

ことができるように取り組んでまいります。 
団委員長会、協議会、ラウンドテーブル、各委員会への出席は、指導者としての責務です。全団、

全隊が出席してこそ意義ある研鑚の場となります。そしてその場での情報や伝達事項が、指導者や

スカウトへのフィードバックとなり、命を吹き込むプログラムへと生まれ変わる大切な要素となり

ます。しかし現状の出席率は、決して芳しいものではありません。出席率の向上は永遠のテーマで

もあります。団の運営、隊の運営に欠かせないこれらの会議に、一人でも多くの方が参集して頂け

るよう、皆様のご協力を得ながら尽力をしてまいります。 
また今まで以上に、次世代を担う青年指導者の育成に取り組みに向けては、新たにユースネット

ワーク（仮称）を作り、青年指導者の活躍できるフィールドを提供してまいります。積極的な若手

の人材登用、活用が地区の活性化に繋がると確信しております。 
最後に合同隊プログラムは、地区起死回生の有効手段です。ここは地区全体が踏ん張りどころで

す。大阪連盟再生プロジェクトとの整合性も考え、内容の充実と成果を鑑み、平成２４年大阪連盟

キャンポリーへの標準隊参加を目標とし、また団の活性化を目指し皆様と共に邁進する所存でござ

いますので、何とぞお力をお貸しいただきますようお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
平成２２年４月２５日の地区総会において、次の方々が平成２２年度・２３年度の地区役員として

承認されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

地区委員長 片山　和俊（79）

　〃 副委員長 米澤　茂郎（9）

　委 員 長 　副 委 員 長

組織委員会 小沢　　明（9） 柳瀬　真理子（59）　　津村　調和(94)

指導者委員会 石原　章夫(72) 藤野　慎二(21)　　丸一　末広(138)

スカウト委員会 根本　伸洋(9) 松野　敏弘(79)　　河津　芳幸(138)

行事委員会 熊倉　一仁(21) 戎野　和子(21)　　西野　秀一(138)

広報委員会 由良　孝典(21)

国際委員会 黒藪　雄士(138)

会計 川嶋　進(72)

会計監査 松本　幸憲(56)　　坂口　義廣(94)

 
 

 
 
 
６月６日の大阪連盟年次総会の席上で、次の皆さま方がそれぞれ表彰されました。 
☆ 日本連盟表彰 
＊ 感謝状   村 瀬 達 明（79）  
＊ たか章   米 澤 茂 郎（9） 
＊ 組織拡充目標達成優良団  Ａランク表彰 大阪第 138団 

☆ 大阪連盟表彰 
＊ 県連有功章  
吉永禎三（7） 福寿弘子（72） 古木千尋（72） 板橋範明（94） 西野秀一（138） 

＊ 褒 状 
岸本孝子（7） 藤田拓朗（15） 山中英樹（21） 杉本正樹（56） 塩山由里子（72） 
片山照久（72） 中宮静子（79） 松野敏弘（79） 佐藤隆一（138） 

＊ 隊表彰綬 
５０年綬 大阪第 15団 カブ隊 
４０年綬 大阪第 72団 カブ隊   大阪第 138団 カブ隊 

＊ 特別年功章 
２０年章 八代多恵子（21） 黒藪雄士（138） 
１５年章 稲田壮志（79） 西野秀一（138） 庄田吉秀（138） 水野登志子（138） 
１０年章 道祖尾久美子（9） 塩山由里子（72） 斉藤加津美（79） 辻 正司（138） 
 ５年章 屋我晴香（72） 川上 亨（79） 

＊ 大阪連盟スカウト展「活動写真コンテスト」 
カブ部門 ２位 



 
 
 
 

淀川北地区 15NJ派遣団本部長 根本伸洋 
第１５回日本ジャンボリー（静岡県富士宮市朝霧高原にて開催）まで残すところ 1ヶ月となりま

した。 
淀川北地区としましては、１．５隊指導者６名 BS,VS３４名計６０名枠で、現在 大阪１２隊 

中須賀太郎 隊長（138団）米沢茂郎 副長（9団）山中英樹 副長（21団）前田菜菜 副長 
（138団）以下 VS５名 BS３１名 で無事に参加者確保できました。 
大阪 11隊（吹田、淀北、阪南）合同隊で 三好隊長（吹田 15団）上田副長（吹田 15団半期間） 

今井副長（吹田 19団半期間)根本伸洋副長(大阪 9団)屋我春香（大阪 72団）以下 VS８名 BS２６名 
で現時点にて淀北スカウトが マイナス２名です。 
引き続き、２名の VS,BSスカウト募集しますのでよろしくお願いします。 
４月２５日に１１隊１２隊共に結態式を終え、準備に入りました。１２隊は、５月９日新庄小学 

校にて初回集会を開き、６月１３日（日）西宮市社

家郷山にて雨の中訓練キャンプを実施し、班編成も

決まり、７月１０、１１日訓練キャンプで仕上げて

大会参加に備える予定です。 
１１隊は、６月５・６日吹田市自然体験交流セン

ターにて１回目訓練キャンプが開催され一泊でキャ

ンプファイヤーも盛り上がり、スカウトのモチベー

ションアップになりました。 
次回７月１０、１１日（土日）吹田市自然体験交

流センターにて開催され、大会参加に備えます。 
派遣団本部情報としましては、７月 日梅田コ

ンテナヤード荷物積み込みを控え、派遣隊参加ス

カウトの団には装備品の借受をお願いする場合

もありますのでよろしくお願いいたします。 
７月３１日夜  淀川区民センター前に、バス

が配車されます。 
淀北参加の１２隊、１１隊出発壮行会を開催し

ますので、地区関係者、団関係者、保護者の方々

につきましては、激励参席お願いします。 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

今年のＢ－Ｐ祭は、２年に１度の地区行事と

して「飛び出せかがやく世界へ」というサブタ

イトルのもとで実施しました。 

簡単な開会式の後、団や隊の枠を越えたグル

ープに分かれての全体ゲームで、スカウト運動

やＢ－Ｐに関するクイズで○×ゲームをするこ

ろには、風が強く吹いてきてとても寒くなりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そんな中で行われたクイズの内容が、「そんな

の常識や！」と簡単にわかる物から、「Ｂ－Ｐと

オラーブ夫人の趣味は同じかどうか」というマ

ニアックな物まであり、１問ごとにあちらこち

らから歓声やため息が入り乱れ、なかなか盛り

上がったのではないかと思っています。最後に

は成績上位３チームを表彰しました。 

ゲームの後Ｂ－Ｐの誕生日を祝うセレモニー

が行われる頃には、奇跡的に強く吹いていた風

も少し収まりました。 

セレモニーの途中、こ

の日のために特別に参加

してくださったＢ－Ｐ

卿？の前で、２０１５年

の山口県での世界ジャン

ボリーの時に、参加者の

中心となるカブスカウト

の代表がお祝いのメッセージを言い、またＢ－

Ｐ卿から、「これからもより楽しいスカウト運動

を広げていってもらいたい」とのお言葉も頂き、

今年のＢ－Ｐ祭を終了しました。 

 

79 団 BVS 隊長 松野啓子 

このように今年のＢ－Ｐ祭は、地区行事とし

ては午前中のみで終わったので、午後からは各

団それぞれにいろいろなプログラムが行われた

ことと思います。 

ちなみに 79団の場合は、合同隊で普段から

一緒に活動をしている 72団と、団対抗による

スポーツ大会を行いました。ビーバーからベン

チャー・リーダーも交じって、年代に応じてハ

ンデキャップもつけながらの熱戦？の結果は、

仲良く引き分けでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スカウトたちからは、どうしても決着をつけ

たいという要望も出されたのですが、今回は初

めての試みであることで、決着は次回以降（ま

たあるかどうかはわかりません）に持ち越しと

なりました。 

ただ団対抗ということで、団内が一致結束し

て取り組めたことは、とても意義深いことだっ

たと思います。このように団全体がまとまるこ

とのできるプログラムも、可能な限り定期的な

開催が必要だと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 

大阪第７２団団委員長  川嶋 進 
１９６０年、昭和３５年９月１日金光教豊里教会を団本部とし、三木宏先生が団委員長として大

阪第７２団がスタートしました。その後多くのスカウト、リーダー、保護者、地域の方々の熱心な

活動に支えられ大阪第７２団は現在に至っています。 
５０年の歴史の中ではいろいろなことがありました。現在では残念ながらスカウト数の減少でな

かなか子供たちにスカウティングの魅力を伝え切れていない部分があります。更なる５０年に向か

って私たちは今以上にプログラムの充実を図り一人でも多くの子供たちにボーイスカウト活動の喜

びを伝えていきたいと考えています。 
最後になりましたが今年３月２８日（日）の発団５０周年記念式典にご臨席いただきました淀川

北地区役員の皆様、７９団、１３８団の友団のスカウト、リーダーの皆さん本当にありがとうござ

いました。 
淀川北地区の皆さん、これからもご指導のほどよろしくお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３８団  吉名 宏顕 １３８団  清水 智子 
 １３８団  森 あん奈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ７２団  佐々木 詩音 ９４団  新田 啓右 ９４団  鬼生田 直也 
 
 
 
 今年も、菊スカウトになったスカウトが４名おられます。

おめでとうございます。 
 彼等・彼女らスカウト活動の成果が、進級という形で表

されています。皆様、ご一緒に、ご祝福下さい。 
 

次はベンチャー隊での「富士スカウト」、そして良きリーダ

ーへと成長してくれることでしょう。 
 

２１団  藤野 崇志 今後の活躍を期待しています。 
 



 

 
■ソング研究会を開催しました■ 

日  時：平成２２年２月１７日（水） 
場  所：三国社会福祉会館 
主任講師：杉本優氏 

参加１５人の方々と楽しくソングを歌いました。今

回は、ボーイスカウト歌集に載っている歌で、日本

語がない歌を歌うと言うテーマで、３４曲歌いっぱ

なしの２時間でした。参加者の中で初めて聞き歌っ

た歌について少しは記憶に残ったでしょうか。一度

聞いておくと次に歌いやすいと思いますので、ぜひ、

自隊でも歌ってみてください。 

 
■ちかいとおきて研修会（三地区合同）を開催しました■ 

日  時：平成２２年３月１４日（日） 
場  所：池田市立池田駅前南会館 
参加者数：淀川北地区 ７名 

 
■安全研究会を開催しました■ 

日  時：平成２２年６月１６日（日） 
場  所：三国社会福祉会館 
主任講師：西田俊幸(ＡＴＬ)なにわ地区 

  参加者数：２３名、他地区１名 
 

 

 

■大阪国際女子マラソン奉仕を行いました■ 

日  時：平成２２年１月２８日（日） 

場  所：大阪府警本部前 

参加人数：１７名 

 

■子供カーニバル奉仕を行いました■ 

日  時：平成２２年４月２５日（日） 

場  所：大阪府警本部前 

ボーイスカウトコーナーで、火起こし体験の補助を行いました。 

 

■キャンプおおさかの整備を行いました■ 

日  時：平成２２年６月２０日（日） 

場  所：キャンプおおさか 

  参加者数：３名 



 
 
■看護章講習会考査会を行いました■ 

日  時：平成２２年４月１１日（日） 

場  所：２１団団本部 昭光寺 

主任講師：野川明美氏 

講  師：福寿弘子氏、太古前さよこ氏 

参加者数：淀川北地区  １名 

     他地区   １０名 

 

■野営章講習会を開催しました■ 
  日時：平成２２年５月２３日（日） 
  場所：淀川区民センター 
  主任講師：由良 孝典氏（２１） 

参加者は６名と少しさみしかったです

が、充実した講習会となりました。特に雨

の中での設営や、工作は、これからのスカ

ウト活動の貴重な体験になったと思いま

す。 
 
■普通救急救命講習会は中止となりました■ 

日  時：平成２２年６月１３日（日） 

場  所：西淀川消防署 

  参加希望者がいなかった為、中止となりました。 

 

★お詫び★ 
前回号で、スカウトフォーラムの参加者が、間違っておりました。 

正しくは、石原知明君（７２団）と浜本裕哉君（１３８団）です。申し訳ありませんでした。 

 

 
 

 

■クラフト教室を開催しました■ 

日  時：平成２２年２月２５日（木） 

場  所：三国社会福祉会館 

講  師：林芳男氏、津村調和氏（９４） 

 

□なにわ淀川花火大会清掃奉仕を行います□ 

日  時：平成２２年８月８日（日） 

場  所：淀川河川公園 西中島エリア            パタパタふくろう 



 
 
 
ベンチャープロジェクト発表会 
 日時  ２０１０年２月７日（日） 
 場所  大阪市立城東区民ホール 
 参加  スカウト  ９０人 

指 導 者 １８２人 
 
 富士章受章スカウト９人、アジア太平洋地

域スカウトフォーラム参加スカウト２人によ

る発表が行われました。淀川北地区からは大

阪第２１団の川端利幸くんが富士章受章スカ

ウトとして参加、発表をおこないました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

選抜高校野球大会の奉仕に参加させてい

ただきありがとうございました。 
 
甲子園球場のグランドの広さ・スタンド

の壮大さ・観衆の熱気を体感できた「緊張

感のあるすばらしい開会式」でした。 
素晴らしい体験ができたことに感謝して

おります。 
 

ボーイスカウト大阪第７２団 
ベンチャー隊 塩山 達也 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

大阪第７２団   塩山 俊行 
韓国スカウト２人が、７２団育成会会長宅に

ホームステイしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１月１７日は、ボーイ隊の集会があり、交流

目的で活動に参加してもらいました。 
合同隊の技能大会に向けての班集会です。班

に一緒に入って立ちカマドを作りました。  

 

集会終了後ワッペンやチーフの交換などを行

いスカウトは身振り手振りで会話を楽しんでい

ました。 
素晴らしい交流が出来たのではないかと思い

ます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

大阪第２１団  由良 孝典 
１４ＮＪの時にホームステイに来たアルゼン

チンのカミーラさんが、５月３日、４日と来て

くれました。クリスマスカードの返事ではアル

ゼンチンの文部省の試験に受かれば来日できる

という話はあったのですが、それ以来音沙汰な

く、駄目だったのかなと思っていたところ、２

日前に泊まりに来ると突然電話がありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
新大阪駅で再会したとたんに４年間会ってい

なかったのが嘘のように感じられました。今回

もあわただしくも充実した時間を過ごしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホームステイの受け入れはなかなか勇気がい

りますが、その時だけでなく、後々も良い経験

ができる素晴らしいプログラムです。みなさん

もチャンスがあればぜひとも手を上げることを

お勧めします。 



 
 

大阪第７９団 ベンチャー隊副長 宇津直起 
4月に那須野営場にて開催された第 19期ベンチャー実修所に参加してきました。 
実修所に参加する前は、私自身まだ経験不足で、内容についていける自信もなく、実修所の参加

に対して抵抗がありました。 
しかし、周りの指導者の勧めもあり、参加を決意しましたが、内心は不安な気持ちを抱いていま

した。そんな不安が影響したのか、参加日程の半分は天候に恵まれず、開会式も雨天のなかの決行

となりました。 
最初は周りについていくので必死でしたが、参加日程も中ほどを過ぎ、他の参加者と話している

うちにあることに気付きました。 
研修所は前提として参加者は、同じスタートラインに立っていましたが、実修所は一人ずつの能

力や心構えが違うということ。 
自分と同じ、指導者としての経験不足から不安を抱く人、実際に指導していく中で手ごたえを得

られない人、原隊の活動を進めていく中で更に高度な技術や指導を必要としている人、多種多様な

不安や悩みを持つ人たちがいるということ。 
そこに気付いてから、参加者全員と話をしてみようと思いました。幸い、参加人数自体は多くな

かったので、全員と話すのは困難ではありませんでしたが、詳しく話を聞いてもまだ私には理解で

きない部分もありました。 
しかし、実修所終了時には全員と話したという達成感があり自信がつきました。 
そして、私の抱えていた不安は、新しい事へ挑戦する、恐怖心ではないのかと気づきました。仕

事も始め、指導者になり数年たち、それなりに先の展開が予想できるようになったがゆえに、失敗

を恐れ、足踏みすることが多くなってきたのが、その原因だったのではと。 
今回参加者と話した内容については、その場では理解できませんでしたが、自分には何が理解で

きなくて、何をすればいいのか、確認できた事が重要なのではないかと思いました。 
これからも「行動することにより学ぶ」という事を自分自身が実践していくつもりです。 

 
 

 早い物で、今年度も、残すところ、後２ヶ月。 
ボーイ隊は、ジャンボリーを間近に控え、ビーバ

ー・カブ・ベンチャーも夏季行事に向けて、気合

いの入り始める頃合いかと思います。 
 夏のキャンプは、今年１年のスカウト活動の総

仕上げ、スカウトもリーダーも目一杯楽しんで、 
今年度も、良い思い出を作って終わりましょう。 

 そして、気がつけば、合同隊も２年目。功罪あるとは思いますが、変化無ければ進歩なし。１年

目の反省も出そろい、次の年度で、改善する部分・推進する部分もはっきりしたかと思います。 
次の年度は、今年よりもっと楽しいスカウト活動を目指して、年間プログラムを作っていること

と思います。中途半端な計画は、結局、中途半端な結果しか帰ってきません。やる以上はベストを

尽くして、スカウトが思いっきり楽しめるプログラムを作っていきましょう。 
次号は、夏の特集です。各隊スカウトの笑顔の写真が、いっぱい届くことを期待しています。 


